
令和７年度  宇都宮市立上河内東小学校 学校評価書 
※ 網掛けのない部分が評価計画，網掛けの部分が評価結果を受けて記入する。 

１ 教育目標（目指す児童像含む） 
(1)基本目標 

人間尊重の精神を基盤として，「心の教育」の充実を図り，社会の変化に対応できる徳・体・知の調和のとれた，心身とも

に健康で創造力に富む，人間性豊かな児童を育成する。 
 (2)具体目標  
    仲良く助け合う子（やさしく）  がまん強くやりぬく子（つよく）  よく考え進んで学ぶ子（かしこく） 

 
２ 学校経営の理念（目指す学校像含む） 

児童一人一人が意欲をもって精一杯活躍し，達成感や満足感を十分感じながら豊かな人間力を磨くことができる魅力ある学校を

全職員で創造していくとともに，保護者や地域の協働のもと学校の教育力の活性化を図る。 

 
３ 学校経営の方針（中期的視点） ※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針は文頭に○印を付ける。 

人間力の基盤となる「豊かな心」「健康な体」「確かな学力」を達成させるために 
（１）豊かな環境，保護者や地域の教育力や全職員の創意工夫を生かした特色ある教育活動を推進し，魅力ある学校づくり，

持続可能な学校づくりを目指す。  
（２）コミュニケーション能力を高め，望ましい人間関係を構築する。思いやりの心や規範意識を高め，人とよりよくかかわ

りながら活動する環境づくりを行う。 
（３）自ら健康・安全を考え実践する能力を育成する。生涯にわたって健康・安全な生活ができるよう，積極的に体づくりや

食育を推進する。 
（４）確かな学力の向上を図る。主体的・対話的で深い学びを実現する授業の工夫・改善を重ねることにより，基礎学力の確

実な定着を図り，思考力・判断力・表現力を育む学びに向かう集団作りに努める。 
（５）特別支援教育を踏まえた児童理解や学級経営に努める。 

〇（６）小中一貫教育を生かした教育計画の工夫・実践と上河内地域学校園構想と連携した教育活動の実践に努める。 
（７）教育公務員としての使命を自覚し，協働性・同僚性を大切にしながら,教職員としての資質・能力の向上を図るととも

に勤務時間を意識した業務改善を推進する。 
 
 
 
 

 
４ 教育課程編成の方針 

（１）各教科（特別の教科道徳を含む），外国語活動，特別活動，総合的な学習の時間の教育課程表及び年間指導計画を編成す

るにあたっては日本国憲法・教育基本法・学校教育法及び同施行規則・小学校学習指導要領・栃木県教育委員会の指導指針

並びに宇都宮市学校教育の重点の示すところを踏まえ，「社会に開かれた教育課程」の実現を目指し，特色ある教育課程を

編成する。 
（２）「第２次宇都宮市学校教育推進計画後期計画」「宇都宮市学校健康教育推進計画」「宇都宮市学校デジタル化推進基本計画」

における目標を具現化し，豊かな人間力を磨くために，目指す児童の姿とそれを実現するための学校教育のあり方や具体的

方策を明らかにした教育課程を編成する。 
（３）「小中一貫教育」の趣旨を理解するとともに，地域学校園内で連携をとりながら，地域の実情や学校の実態を踏まえた教

育課程が編成できるように配慮する。 
（４）学校教育目標の具現化を図るため，学校経営方針や努力点・学校課題などを踏まえ，前年度の学校マネジメントの評価・

教育課程実施の反省（学校自己評価）・児童や地域の実態を十分に考慮して編成する。 
（５）小学校学習指導要領の趣旨を十分理解するとともに，教育活動全般にわたって徳・体・知の調和のとれた，思いやりあふ

れる豊かな心と自ら学び自ら考える「生きる力」を育むことを目指して「主体的・対話的で深い学び」が実現できる編成を

行う。                           
（６）児童が明るく楽しく生き生きと取り組める特色ある学校づくりを目指し，人権感覚の涵養を図りながら，異年齢集団によ

る交流活動や教師と児童による主体的活動の推進と，意図的・計画的な実践化が図れる教育課程の編成に努める。 

【上河内地域学校園教育ビジョン】 
  かしこく, たくましいゆずっ子の育成 
      ～基本を身に付け, 人とつながり, 夢に向かって生きる子どもを育てよう～ 
 



５ 今年度の重点目標（短期的視点）※「小中一貫教育・地域学校園」に関する重点目標は文頭に○印を付ける。 
（１）学校運営  

・粘り強さと自己調整力を兼ね備えた豊かな心と確かな学力の調和の取れた育成を目指し，教職員が勤務時間を意識しつつ，協

調性と同僚性を大切にしながら互いに高め合える学校経営の推進 

（２）学習指導  

・学校課題「自分の思いを豊かに表現し生き生きと学び合う児童の育成」 

○学びに向かう児童集団の育成（上河内地域学校園「学力向上アクション６プラン」の推進） 

（３）児童生徒指導 

・相手の立場に立って考え，人とよりよくかかわることができる児童の育成 

○基本的な生活習慣を身に付け，規範意識をもって行動する児童の育成 

（４）健康（保健安全・食育）・体力 

・進んで体力の向上と健康の保持増進に取り組み，目標に向かって努力する児童の育成 
・メディアコントロールに適切に取り組む児童の育成 

 
６ 自己評価  Ａ１～Ａ２０は市共通評価指標 Ｂ１～は学校評価指標（小・中学校共通，地域学校園共通を含む） 

※「主な具体的な取組の方向性」には，Ａ拡充 Ｂ継続 Ｃ縮小・廃止，を自己評価時に記入 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

第２次宇都

宮市学校教

育推進計画

後期計画基

本施策  
評価項目 主な具体的な取組 

方

向

性 
評 価 

１－（１） 

確かな学力

を育む教育

の推進 

Ａ１ 児童は，他者と協力し

たり，必要な情報を集め

たりして考えるなど，主

体的に学習に取り組んで

いる。 

【数値指標】 

⇒児童の肯定的割合８５％以

上 

⇒教職員・保護者の肯定的割 

合８０％以上 

① 授業の中に，効果的に話合い活動

を設定し，協働的な学習活動をとお

して学習のねらいが深まるように

工夫する。 

② 自分の意見を持ち，表現する力を

身に付けさせるために，個人やグル

ープで考えを持たせる手立てを講

じ，児童が全体の前でスピーチした

り，考えたことを書いたりする機会

を意図的に設定する。 

③ 児童が主体的に学習に取り組め

るよう，授業のめあてを理解し，見

通しをもって学習を進め，振り返り

で身に付いたことを確認できるよ

うな授業の実践に努める。 

 

Ｂ 

【達成状況】 
・肯定的回答 児童 96.4％，教職員
100％，保護者 96.0％ 
指標を大幅に上回った。 

① 授業の中に，効果的な話合い活動な 
ど，協動的な学習活動を続けたこと
で，ねらいが深まり児童の主体的な
取り組みが見られた。 

② 児童が全体の前でスピーチしたり，
考えたことを書いたりする機会を意
図的に設定してきたが，表現すること
を苦手に思っている児童が一定数い
るので，工夫が必要である。 

③ 授業では，めあてを理解し，見通し 
をもって学習を進め，振り返りで身
に付いたことを確認するようにした
ことで，児童が主体的に学習に取り
組めようになった。 

【次年度の方針】 
①②③を継続して行う。 
 

１－（２） 

豊かな心を

育む教育の

推進 

Ａ２ 児童は，思いやりの心

をもっている。 

【数値指標】 

⇒児童・教職員・保護者・地 

域の肯定的割合８５％以上 

① 思いやりや助け合いの心を育て

られるように，考えや思いを伝え合

える道徳教育の充実に努める。 

② 心が豊かになる読書活動の充実

に努める。 

③ 人権教育を推進する。 

・人権標語の募集・掲示など人権週

間の取組の工夫 

 ・いじめゼロ月間の取組 

④ 学級活動の内容を工夫する。 

 ・構成的グループエンカウンターな

ど人間関係づくりのスキルの実

践 

・集会活動の工夫・実践 

 

Ｂ 

【達成状況】 
・肯定的回答 児童 96.4％，教職員
100％,保護者 93.8％，地域 100％ 
指標を上回った。 

①④ 授業を実践し，思いやりの心の育
成につながった。 

② 朝の学習や各教科内で，読書活動の
充実に努めたことで，心の豊かな児童
が育ってきている。 

③ 人権について意識して行動してい
る児童の姿が多く見られ，活動の内容
なども充実していた。 

④ 帰りの会や学級会での友達のよさ
を伝えあう活動などを行い，人間関係
作りに効果も見られた。 

【次年度の方針】 
①②③④を継続して行う。 

 

 



Ａ３ 児童は，目標に向かっ

てあきらめずに，粘り強

く取り組んでいる。 

【数値指標】 

⇒児童・教職員の肯定的割合 

８５%以上 

① 児童の自己肯定感を高められる

よう，児童相互に認め合う場を数多

く設けるとともに，担任も認め励ま

す指導に努める。 

② 各教科の授業や各種検定等にお

いて，児童が目標をもって取り組む

機会を設けるとともに，目標の達成

に向けて努力している児童を称賛

する。 

③ 道徳の授業において，目標をもっ

て粘り強く取り組むことの大切さ

に気付かせるとともに，そうした実

践に向けた意欲を高める。 

 

Ｂ 

【達成状況】 
・肯定的回答 児童 94.5％，教職員
89.5％ 
指標を達成した。 

① 学級での指導に加え，友達の善い行
いを書いた「ぽかぽかカード」を廊下
に掲示するなど，児童が認め合う場を
設定した。各学級でお互いを褒め合う
活動を設定した。 

② 水泳・縄跳びでは「検定カード」，
持久走では「がんばりカード」を配付
し，児童のがんばりを認め励ますこと
により，児童の意欲向上を図った。 

③ 「希望と勇気，努力と強い意志」の
価値について全学年重点的に指導し
た。 

【次年度の方針】 
①②③を継続して行う。 
 
 

 

１－（３） 

健康で安全

な生活を実

現する力を

育む教育の

推進 

Ａ４ 児童は，健康や安全に

気を付けて生活してい

る。 

【数値指標】 

⇒教職員・保護者の肯定的割 

合８５%以上 

① 児童が自分の健康に気を付けて

自ら健康を管理できるよう，学級活

動，体育，学校行事と関連を図った

保健指導や日常の生活指導を行い，

保護者に各種便りなどで取り組み

について発信していく。 

② 学校給食と各教科等との関連を

図った指導のもと，栄養のバランス

のとれた食事や望ましい食習慣の

形成を図る。 

③ 危機を予測し自らの命を守り抜

く行動力を育成するため，日常指導

における安全指導を充実するとと

もに，交通安全教室，避難訓練等を

計画的に実施する。 

④ 室内での過ごし方や遊具・設備の
使い方の指導内容について，教職員
の共通理解のもと，指導の徹底を図
る。 

 

Ｂ 

【達成状況】 
・肯定的回答 教職員 100.0％,保護者
93.9％ 
指標を上回った。 

① 感染症や熱中症，メディアコントロ
ールについてなど，行事や時期に合わ
せた指導を行い，自ら健康管理をでき
るよう指導を行った。特にメディアコ
ントロールを始めとした望ましい生
活習慣についての指導を重点的に行
った。 

② 学校栄養士による食育の授業（授業
担当との T・T）を一部学年にて実施
し，児童の発達段階に合わせた食に関
する指導を行った。また，児童が食に
興味を持てるような掲示物を作成し，
地産地消などの意識を高めるように
した。 

③ 交通安全教室や地震・竜巻等の避難
訓練を実施し，安全な避難の仕方を確
認することができた。 

④ 年度初めに遊びのルールやゾーン
について，教職員で共通理解を図り，
各学級で指導を行った。 

【次年度の方針】 
①②③④を継続して行う。 
 

 

 

１－（４） 

将来への希

望と協働す

る力を育む

教育の推進 

Ａ５ 児童は，自分のよさや

成長を実感し，協力して

生活をよりよくしようと

している。 

【数値指標】 

⇒児童・教職員の肯定的割合 

８５%以上 

 

① 児童の自信や自己有用感を育むた

めに，運動会等の学校行事におい

て，目標をもって挑戦させ，自分の

成長を振り返らせる場面を設定す

る。 

② 児童が友達と協力することの大切

さを実感できるよう，農園活動など

の体験活動を充実させ，児童に協力

したことを実感させる。 

 

Ｂ 

【達成状況】 
・肯定的回答 児童 96.4％，教職員
100％ 

 指標を大幅に上回った。 
① キャリアパスポートや行事作文な 

どを活用して，自分の成長を振り返
らせ，成長を実感させることができ
ている。 

② 農園活動での野菜作りや田植え・稲 
刈り体験活動を充実させるなどする
ことで，協力して生活をよりよくし
ようとする姿勢が育った。 

【次年度の方針】 
①②を継続して行う。 
 



２－（１） 

グローバル

社会に主体

的に向き合

い，郷土愛

を醸成する

教育の推進 

Ａ６ 児童は，英語を使って

コミュニケーションして

いる。 

【数値指標】 

⇒児童・教職員の肯定的割合 

８５％以上 

① 外国語活動(英語活動)を通じて，

ＡＬＴと交流し，言語や文化につい

て体験的に理解を深め，積極的にコ

ミュニケーションを図ろうとする

態度を育成する。 

② 児童が日常生活に英語を使う場

を設定してコミュニケーション意

欲の向上を図る。 

 

Ｂ 

【達成状況】 
・肯定的回答 児童 92.7％，教職員
100％ 
指標を上回った。 

① 積極的にコミュニケーションを図 
ろうとする態度が育った。 

② 週１回，英語で校内放送を行った
り，特別教室に英語の表示をしたりす
ることで，意欲の向上に努めた。 

【次年度の方針】 
①②を継続して行う。 
 

 

 

 

Ａ７ 児童は，宇都宮の良さ

を知っている。 

【数値指標】 

⇒児童の肯定的割合８０％以 

 上 

① 生活科，社会科や総合的な学習の

時間における宇都宮学の授業，市内

や地域での校外学習等において，学

習内容に関連させながら児童が身

近な地域や宇都宮市の良さに気付

く指導に努める。 

② 教師自身が宇都宮市の歴史，文

化，伝統産業，特産物等について理

解を深められるよう努める。 

 

Ｂ 

【達成状況】 
・肯定的回答 児童 92.7％ 

指標を大幅に上回った。 

① 宇都宮学や生活科などの授業で地
域を扱ったり，図書室の郷土資料に関
するコーナーの活用を進めたりした
ことで，宇都宮の良さに気付く児童が
増え，日常的に図書資料などを通して
地域について触れる姿が見られた。地
元の食材を生かした給食のメニュー
を放送で伝えるなど食育との関連も
図った。 

② それぞれの教員が，情報収集するな
どして，宇都宮の良さについて理解を
深められるよう努めた。 

【次年度の方針】 
①②を継続して行う。 
 

 

 

 

 

 

２－（２） 

情報社会と

科学技術の

進展に対応

した教育の

推進 

Ａ８ 児童は，デジタル機器

や図書等を学習に活用し

ている。 

【数値指標】 

⇒児童・教職員の肯定的割合

８５％以上 

① 各教科の学習活動にデジタル機

器や図書，新聞を活用する機会を

意図的に設定し，それぞれのよさ

を生かした活用能力の向上を図

る。発達段階に応じて，学校図書

館司書と連携を図り，新聞を活用

した授業に取り組む。 

② 授業内容との関連に配慮した教

育図書の整備充実や学校図書館の

環境整備に努める。 

 Ｂ 

【達成状況】 
・肯定的回答 児童 94.5％，教職員
100.0％  
指標を上回った。 

① 授業において積極的にＩＣＴ機器
や図書・新聞等を活用し，それぞれの
良さを生かし，適切に活用する能力を
育成することができた。高学年では，
学校図書館司書と連携を図り，新聞を
活用した授業にも取り組んだ。 

② 教科書関連図書や，調べ学習で使用 
する図書を揃え，児童が必要な本を
活用できるよう，学校図書館の環境
整備に努めた。 

【次年度の方針】 
①②を継続して行う。 
・発達段階に応じて，学校図書館司書と
連携を図り，新聞を活用した授業に取
り組む。 

 

 

 

 



２－（３） 

持続可能な

社会の実現

に向けた担

い手を育む

教育の推進 

Ａ９ 児童は，「持続可能な社

会」について，関心をも

っている。 

【数値指標】 

⇒児童・教職員の肯定的割合 

８５％以上 

① 総合的な学習の時間における環

境教育や社会科の学習等を通して，

環境問題への関心を高め，環境を大

切にしようとする意識や態度を育

成する。 

② ＳＤＧｓへの関心を高め，日常生

活において環境に配慮した行動が

とれるように，日頃から，節電や節

水，食べ残し等について繰り返し指

導する。 

 

Ｂ 

【達成状況】 
・肯定的回答 児童 97.3％，教職員
89.5％ 
指標を達成した。 

① 各教科等において各学年で地球環
境についての関心を高める指導を行
い，環境を大切にしようとする態度が
育ってきた。 

② 給食などの生活にかかわる場面で
は，ごみの分別や残食などを意識させ
ることで，環境への負荷や「もったい
ない。」という視点を育むことができ
た。しかし，電気の消し忘れや，水の
無駄遣い，ごみの分別不足が見られる
ため，適宜指導する必要がある。 

【次年度の方針】 
①②を継続して行う。 
・委員会活動，係活動などの児童会活動
を通して，節電，節水，紙のリサイク
ルを呼びかけ，持続可能な社会への関
心を高める。 

・持続可能な社会に関する本や資料を
児童に紹介できるよう，図書室や保健
室に場所を設ける。 

 

 

３－（１） 

インクルー

シブ教育シ

ステムの充

実に向けた

特別支援教

育の推進 

Ａ10 教職員は，特別な支援

を必要とする児童の実態

に応じて，適切な支援を

している。 

【数値指標】 

⇒教職員の肯定的割合８５％ 

以上 

① 特別支援教育コーディネーター

や児童指導主任を中心に，全校で特

別な支援が必要な児童に関する共

通理解を図り，一人一人のニーズを

踏まえた支援を組織的に行う。 

② 特別支援学級の児童はもとより，

通常の学級においても，必要に応じ

て個別の支援計画の作成し，それに

基づく合理的な配慮を伴う指導に

努める。 

 

Ｂ 

【達成状況】 
・肯定的回答 教職員 100％ 

指標を大幅に上回った。 
① いじめ等対策委員会や校内支援委
員会等で共通理解を図り，担当者を中
心に適切な支援を続けてきた。 

② 特別支援学級だけでなく，通常の学
級においても，個別の支援計画を基に
合理的な配慮を伴う指導に努めた。 

【次年度の方針】 
①②を継続して行う。 
 

 

 

３－（２） 

いじめ・不

登校対策の

充実 

Ａ11 教職員は，いじめが許

されない行為であること

を指導している。 

【数値指標】 

⇒児童の肯定的割合９０％以 

 上 

⇒教職員・保護者・地域の肯 

定的割合８０％以上 

① いじめ等対策委員会を設置し，定

期的な情報共有，組織的な対応に努

める。 

② 児童に対し思いやりや助け合い

の心を育て，いじめの未然防止に努

める。 

③ いじめの実態把握，早期発見・対

応のためのアンケートや学校生活

についての生活アンケートを年２

回ずつ実施し，定期教育相談に生か

す。 

④ いじめを認識した際は，正確に事

実確認を行い，いじめを行った児童

に対しては毅然とした指導を行う。 

⑤ いじめを受けた児童の安全確保

と，保護者を含め親身な支援を迅速

に行う。 

⑥ 学年だより，学校だよりなどで，

いじめ対策を保護者にＰＲする。 

 

Ｂ 

【達成状況】 
・肯定的回答 児童 100％，保護者
85.0％，地域 100％ 
指標を上回った。 

① 月に１度はいじめ等対策委員会を
実施し，全教職員で情報共有を行い，
いじめの未然防止を図った。 

② 全児童が「いじめゼロスローガン」 
を作成することで，いじめの防止の
意識の向上につながった。 

③④⑤ アンケートの結果をもとに定
期教育相談を実施した。児童同士のト
ラブルの早期発見につながり迅速な
対応ができた。 

⑥ 各学年代表の「いじめゼロスローガ
ン」や「いじめゼロ集会」の取組等を
学年だよりや学校だよりで保護者に
伝える努力を継続した。 

【次年度の方針】 
①②③④⑤について継続して行う。 

⑥については，いじめゼロ月間での取り
組みや指導の情報提供を効果的に行っ
ていく。いじめに対する学校の方針や取
組について，保護者に説明し，ＰＲにも
継続して力を入れる。 
 
 



Ａ12 教職員は，不登校を生

まない学級経営を行って

いる。 

【数値指標】 

⇒児童の肯定的割合８５%以 

 上 

① 児童の自己肯定感を高められる

よう，児童相互に認め合う場を数多

く設けるとともに，担任も認め励ま

す指導に努める。   

② 教育相談，Ｑ-Ｕアンケート等の

結果を活用し不適応傾向のある児

童の早期発見と不登校の兆候や傾

向の児童に係る校内全体の情報共

有を図る。 

③ 学級活動の内容を工夫する。 

 ・構成的グループエンカウンターな

ど人間関係づくりのスキルの実践 

・集会活動の工夫・実践 

 

Ｂ 

【達成状況】 
・肯定的回答 児童 99.1％ 
  指標を大幅に上回った。 
① 学校では，児童の自己肯定感を高
め，居がいのある学級づくりに努め
た。 

② 教育相談を充実させたり，Ｑ－Ｕア
ンケート等の結果を活用して，児童指
導に取り組んだりすることができた。
また，相談ボックスに届いた内容を児
童指導に生かすことができた。 

③ 学級全体で楽しく過ごせる活動を
取り入れたり，集会活動において児童
の活躍の場を設定したりして，児童の
登校意欲の向上に努めた。 

【次年度の方針】 
①②③を継続して行う。 
 

 

 

 

３－（３） 

外国人児童

生徒等への

適応支援の

充実 

 

Ａ13 学校は，一人一人が大

切にされ，活気があり，

明るくいきいきとした雰

囲気である。 

【数値指標】 

⇒児童の肯定的割合８５％以 

 上 

① 児童の創意を取り入れた主体的

活動が展開できるよう，学校行事・

児童会活動（縦割り班活動・集会活

動）などの活動内容を工夫する。 

② 各担任は，Ｑ－Ｕアンケートの結

果分析（年 2 回）をするとともに,

事例研究会等を実施し，児童一人一

人が存在感のある学級経営を実践

するための研修を行う。 

 

Ｂ 

【達成状況】 
・肯定的回答 児童 97.3％ 
指標を大幅に上回った。 

① 児童の主体的活動が展開できるよ
うに学校行事や児童会活動（縦割り班
活動・集会活動）を推進した。 

② １回目の結果について，校内研修会
を開き，全職員で分析した。さらに２
回目の結果を，学級経営に生かすこと
ができた。 

【次年度の方針】 
①②を継続して行う。 
 

 

３－（４） 

多様な教育

的ニーズへ

の対応の強

化 

４－（１） 

教職員の資

質・能力の

向上 

Ａ14 教職員は，分かる授業

や児童にきめ細かな指導

を行い，学力向上を図っ

ている。 

【数値指標】 

⇒児童・保護者の肯定的割合 

８５％以上 

① ねらいを明確にし，教材教具を効

果的に活用しながら，振り返りで学

びが実感できるような授業の実践

を工夫するとともに授業力の向上

に努める。 

② 児童のつまずきの把握に努め，朝

の学習や個別指導の充実を図りな

がら基礎基本の定着を図る。 

③ 学校課題に合わせた一人一授業

の展開などを工夫して指導力の向

上を図るとともに，学年だよりや，

オープンスクール等を通して，学校

での取り組みを保護者に知っても

らう機会を増やす。 

 

Ｂ 

【達成状況】 
・肯定的回答 児童 99.1％,保護者
87.0％ 

  指標を達成した。 
① 一人一授業と授業研究会を重ね，ね
らいを明確にし，教材教具を効果的に
活用しながら，振り返りで学びが実感
できるような授業を実践したことで，
授業力の向上を図ることができた。 

② 児童のつまずきの把握に努め，個に 
応じた指導を充実させ，基礎基本の
定着を図ることができた。Ｔ・Ｔやか
がやきルームの効果的活用，朝の学
習時の複数教員による指導を実践し
た。 

③ 主体的な学びや深い学びにつなげ
るための対話的学習方法等を研究し，
指導力の向上に努めた。 

【次年度の方針】 
①②③を継続して行う。 
 

 

 

 



４－（２） 

チーム力の

向上 

Ａ15 学校に関わる職員全員

がチームとなり，協力し

て業務に取り組んでい

る。 

【数値指標】 

⇒教職員の肯定的回答８０％ 

以上 

① 打合せ等により，全教職員が定期

的に情報を共有し，具体的な方策を

検討し実践する。 

② 学校行事等に，全教職員が個性や

能力を生かして共に活動すること

により，協働意識を高める。 

③ 教職員間の「報告・連絡・相談」

を推進し，困難を感じる業務につい

て気軽に相談し，助け合える雰囲気

を大切にする。 

 

Ｂ 

【達成状況】 
・肯定的回答 教職員 100.0％ 
指標を大幅に上回った。 

① 職員会議や打ち合わせの他，掲示板 
やクラスルーム等のデジタルツール
を活用し，全教職員が共通理解を図
って教育活動を実施できるようにし
た。 

② 学校行事等の役割分担を明確にし， 
サポート体制を強化したため，協働
意識が高まった。 

③ 「報告・連絡・相談」が着実に行わ 
れたことにより，見通しをもって学
校行事や学年行事等に助け合いなが
ら取り組むことができた。 

【次年度の方針】 
①②③を継続して行う。 
 
 

 

 

４－（３） 

学校におけ

る働き方改

革の推進 

Ａ16 勤務時間を意識して，

業務の効率化に取り組ん

でいる。 

【数値指標】 

⇒教職員の肯定的割合８０％ 

以上 

① 学校の働き方改革の視点に立っ

て教職員一人一人が，勤務時間を意

識するとともに，チームを効果的に

活用して業務改善を図る。 

② 教職員の負担軽減に向け，学校の

組織運営の改善や，各種行事等の実

施方法の改善を行う。 

③ 学習情報システムをはじめとし

た各種システムを効果的に活用し，

業務を効率的に進める。 

 

Ｂ 

【達成状況】 
・肯定的回答 教職員 100.0％ 

指標を大幅に上回った。 
① 一人一人が勤務時間を意識し，効率 

的に進められるようチームで役割分
担する等して業務に取り組んだ。 

② 業務の組織運営を見直し，行事等の
実施方法の改善を図ることができた。 

③ 学習情報システムのほか，さくら連
絡網や Google のクラスルームを活用
し，業務の効率化を図ることができ
た。 

【次年度の方針】 
①②③を継続して行う。 
 

 

 

 

 

５－（１） 

全市的な学

校運営・教

育活動の充

実 

○Ａ17 学校は，「小中一貫教

育・地域学校園」の取組

を行っている。 

【数値指標】 

⇒児童・保護者の肯定的割合 

８０％以上 

① 地域学校園の子どもの実態や学

校と地域の実態を踏まえた共通の

教育活動を工夫する。（小中合同あ

いさつ運動・乗り入れ授業・中学校

訪問） 

② 義務教育９年間の系統的な指導

を見据えて，中学校においても継続

的な指導が図れるよう，児童の引継

を密に行う。 

③「小中一貫教育・地域学校園」の取

組を保護者や地域に掲示物や学校

だより等で周知する。 

 
Ｂ 

【達成状況】 

・肯定的回答 児童 97.9％,保護者

92.9％ 

指標を大幅に上回った。 

① 小中学校が連絡を取り合いながら，

連携した取組を工夫して行うことが

できた。 

② 児童生徒指導強化連絡会等を活用

して，配慮が必要な児童に対する支援

方法等について地域学校園内で共通

理解を図ることができた。 

③ 「小中一貫教育・地域学校園」の取

組を保護者や地域に掲示物や学校だ

より等で周知したことで，保護者の理

解が深まった。 

【次年度の方針】 

①②③を継続して行う。 

 

 

 

 

 

 

 



５－（２） 

主体性と独

自性を生か

した学校経

営の推進 

Ａ18 学校は，家庭・地域・

企業等と連携・協力して，

教育活動や学校運営の充

実を図っている。 

【数値指標】 

⇒児童・保護者・地域の肯定 

的割合８５％以上 

① 地域協議会を定期的に開催し，学

校経営方針への保護者，地域住民の

意見反映や，学校関係者評価の実施

などを行う。 

② 学校だよりや学年だより,ホーム

ページ，授業参観等を通して,学校

の情報を積極的に発信し，地域ボラ

ンティアや保護者に学校行事や授

業への協力・参画を得られるように

する。 

③ 外部講師による出前授業や，学習

支援ボランティアを活用した授業

を積極的に取り入れ，内容の見直し

や活動を工夫することで，よりよい

活動ができるようにする。  

 

Ｂ 

【達成状況】 
・肯定的回答 児童 96.4％，保護者
97.9％，地域 100.0％ 

  指標を大幅に上回った。 
① 地域協議会を定期的に開催し，学校 

の経営方針や取組を説明すること
で，委員から適切な意見や評価を得
て教育活動に生かすことができた。 

② 保護者が参加する学校行事やボラ 
ンティア活動を多数実施した。また，
その取組を学校だより等で家庭や地
域に発信することができた。 

③ 出前授業や校外学習を積極的に取
り入れ，充実した学習を展開すること
で，児童の興味関心を高めるととも
に，学びを深めることができた。 

【次年度の方針】 
①②③を継続して行い，より多くの方

に，理解・参画・協力を得られるように

努めていく。 
 

 

５－（３） 

地 域 と 連

携・協働し

た学校づく

りの推進 

６－（１） 

安全で快適

な学校施設

整備の推進 

Ａ19 学校は，利用する人の

安全に配慮した環境づく

りに努めている。 

【数値指標】 

⇒教職員・保護者の肯定的割 

合８５％以上 

① 毎月，各教室，特別教室，廊下，

体育館等を，チェック項目に基づく

安全点検を実施し，危険個所につい

ては迅速な改善や修繕に努める。 

② 危機管理マニュアルを整備する

とともに，避難訓練や引き渡し訓練

等を通して，火事，地震，竜巻，不

審者侵入等の不測の事態への備え

を万全にする。 

③ 熱中症予防対策，新型コロナウイ

ルス感染予防対策，インフルエンザ

蔓延予防対策など，時期に応じた保

健指導管理に努める。 

 

Ｂ 

【達成状況】 
・肯定的回答 教職員 100％，保護者
91.5％ 
指標を上回った。 

① 毎月，教職員による安全点検を実施
し，危険箇所の改善を図った。 

② 教職員間で共通理解を図り，災害時
等に適切な対応がとれるよう努めた。  

③ 保健指導・管理に努め，特に，感染
症対策について重点的に取り組んだ。  

【次年度の方針】 
①については，校内の除草に力を入れ，
安全に校庭で過ごせるようにする。 
②③を継続して行う。 
 

 

 

６－（２） 

学校のデジ

タル化推進 

Ａ20 コンピュータなどのデ

ジタル機器やネットワー

クの点から，授業（授業

準備も含む）を行うため

の準備ができている。 

【数値指標】 

⇒教職員の肯定的割合８５％ 

以上 

 

① 児童がコンピュータや情報通信

ネットワークなどの情報手段に親

しみ，適切に活用する能力を育成で

きるよう，授業において適切に，デ

ジタル機器を効果的に活用する。 

② ＩＣＴに関する職員研修等を実

施し，効果的な活用方法を授業に取

り入れられるよう努める。 

 
Ｂ 

【達成状況】 

・肯定的回答  教職員 100.0％  

指標を大幅に上回った。 

① ＩＣＴ支援員と連携を図り，授業 

において，積極的にデジタル機器を活 

用してきた。 

② 一人一授業でＩＣＴの使用場面を

参観したり，スクールタクトのワーク

シートを共有したりして，効果的に活

用できるように努めた。 

【次年度の方針】 

①②を継続して行う。 

 

 

 



小・中学

校，地域

学 校 共

通，本校

の特色・

課題等 

○Ｂ１ 児童は，時と場に応

じたあいさつをしてい

る。 

【数値指標】 

⇒児童・教職員・保護者・地 

 域の肯定的割合８５％以上 

① あいさつ運動について，児童会代

表委員や高学年が中心となったも

の，地域学校園の中学生と協力した

もの，一斉下校時の班単位のものな

ど，全児童が関わる取組を工夫す

る。 

② 行事等の学校公開の際や登下校

の際にも，保護者や地域の方へもし

っかりあいさつができるよう指導

の工夫・改善を図る。 

 

Ｂ 

【達成状況】 
・肯定的回答 児童 97.3％，教職員 
94.7％,保護者 93.8％，地域 100％ 

  指標を上回った。 
① 小中一貫教育の取組として，中学生
が小学校へ出向いてのあいさつ運動
など充実した取組を行うことで，あい
さつの習慣化を図ることができた。 

② 各学級であいさつの大切さを繰り
返し指導することで，児童のあいさつ
への意識が向上した。 

【次年度の方針】 
①②を継続して行い，あいさつの意味を

考えたり，理解させたりする機会を設

け，場に応じたあいさつの定着を図る。 

 

 

○Ｂ２ 児童は，きまりやマ

ナーを守って，生活をし

ている。 

【数値指標】 

⇒児童・教職員の肯定的割合 

 ８５％以上 

 

① 「よい子の一日」の内容を意識し

て生活できるようにするために，

重点化した生活目標を設定し，定

期的に振り返る「生活チェック

表」活用して長期休業後に行い，

定着を図る。 

② 生活目標を守るよう指導を繰り

返すとともに，帰りの会で振り返る

場を設けて定着を図る。 
Ｂ 

【達成状況】 
・肯定的回答 児童 96.4％，教職員
94.7％ ，保護者 89.8％，地域 100％ 
指標を達成した。 

① 「よい子の一日」の重点項目を教室
等に掲示し，チェック表を基に振り返
る機会をもつことで，決まりを守って
生活することを意識することができ
てきた。 

② 月目標の設定や帰りの会で振り返
る場を設けることできまりやマナー
の定着を図った。 

【次年度の方針】 
①②を継続して行う。 
 
 
 
 
 

小・中学

校，地域学

校共通，本

校の特色・

課題等 

○Ｂ３ 児童生徒は，上河内

地区のお祭り，催事，作

品募集などの地域行事

(梵天祭りやふれあいま

つり，文化交流祭等)に参

加している。 

【数値指標】 

⇒児童・教職員・保護者・地 

 域の肯定的割合８０％以上 

① 「ゆずっ子写真展」や「あいさつ

運動の標語コンクール」に全児童が

参加できるよう，実施方法を工夫す

る。 

② 地域で行う「ふれあい祭り」や「梵

天祭り」などについて，まちづくり

協議会等と連携して児童・保護者に

周知し参加を促す。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

・肯定的回答 児童 83.6％，教職員
100.0％,保護者 87.8％， 地域 95.5％ 

 指標を達成した。 
① 左記の２つのコンクールの作品づ

くりを夏休みの宿題とし，「あいさつ

運動の標語コンクール」については全

員応募するよう呼び掛けた。 

② 「ふれあい祭り」には，左記の２つ

のコンクールの作品だけでなく，授業

で作成した絵画等の作品を全児童分

展示して，さくら連絡網で周知したた

め，家族で見に行った児童が多かっ

た。 

【次年度の方針】 
①②を継続して行う。 

 

 

 



〇Ｂ４ 児童は，正しい言葉

づかいをしている。 

【数値指標】 

⇒児童・教職員・保護者・地域の

定的割合８０％以上 

① 思いやりの心をもって友達を「さ

ん付け」で呼ぶよう指導したり，生

活目標に設定したりして，児童の意

識化を図る。 
② 相手の気持ちを考えた言葉づか

いができるよう道徳や学級活動で

の授業を実践する。また，学校・学

年だより・生活チェック表を活用し

て，家庭の協力を依頼する。 
 

Ｂ 

【達成状況】 

・肯定的回答 児童 93.6％，教職員

84.2％,保護者 85.1％， 地域 100％ 

  指標を達成した。 

① いじめゼロ月間・人権週間・月の目 

標などの機会に言葉遣いを意識させ

た。校内で，友達の名前を呼び捨てで

呼ぶ児童が多く，改善が難しい。 

② 道徳や学級活動の授業を中心に，思

いやり・親切，言葉づかいについての

理解を図るとともに，学校・学年だよ

りを活用して，家庭の協力を得ること

ができた。 

【次年度の方針】 

①②を継続して行う。 

①については，全職員が児童をどんな場

面においても「さん付け」で呼ぶことを

意識して指導することを継続する。 

 

 

 

 

 

Ｂ５ 児童は，毎日，早寝・

早起きができている。 

【数値指標】 

⇒児童・保護者の肯定的割合

８０％以上 

① 学校だよりや保健だより，学年だ

より，学級懇談会や個人懇談などを

通して，保護者に啓発する。 
② 年２回の生活習慣チェックの結

果から見られた課題を踏まえて，養

護教諭が保健指導を実施する。児童

の自己管理能力を高めるとともに，

家庭と連携した早寝・早起きの意識

付けと生活習慣の定着を図る。 
③ 学級活動や保健体育の授業等に

おいて，児童に早寝・早起きの大切

さを理解させ，生活の改善につなげ

られるよう働きかける。 

 
Ｂ 

【達成状況】 

・肯定的回答 児童 80.9％，保護者

92.0％ 

  指標を達成した。 

① 各種便りを通して啓発し，児童・保

護者の意識向上を図った。 

② 年２回，「生活習慣チェック」を実

施し，家庭と連携して児童の生活習慣

の形成に努めた。保健給食委員会でポ

スターや放送などで児童に啓発し，早

寝早起きについて意識付けすること

ができた。また，「生活習慣チェック」

の結果を踏まえて，養護教諭が各学年

に保健指導を実施した。 

③ 学級活動の中の「基本的な生活習慣

の形成」の授業において各学年に応じ

た指導を行った。 

【次年度の方針】 

①②を今後も継続して行うとともに，家

庭との連携に力を入れていく。改善の

必要がある児童・家庭には，個別の連

絡を密に行っていく。 

・学級活動や保健体育の授業等におい

て，児童に早寝・早起き・メディアコ

ントロールの大切さを理解させ，生活

の改善につなげられるよう働きかけ

る。 

・学級懇談会や個人懇談で，全学年保護

者への啓発を行う。 

 



Ｂ６ 児童は，縦割り班活動

を仲良く行っている。 

【数値指標】 

⇒児童・教職員の肯定的割合 

８５％以上 

① 縦割り班活動による集団遊びを

実践し，異学年交流を進めながら仲

良く遊べるようにする。 

② 清掃や集会活動を縦割り班で実

施し，協力して仕事や活動ができる

ようにする。 

 
Ｂ 

【達成状況】 

・肯定的回答 児童 97.3％，教職員 100 

％，保護者 95.7％ 

指標を大幅に上回った。 

① 集団遊びやスポーツタイムの活動

では，学年に関係なく仲良く遊んだ

り，上級生が下級生に優しく接したり

する姿が見られた。 

② 清掃や集会活動においても異学年

での交流を行い，よりよい関係を構築

することができた。 

【次年度の方針】 

①②を継続して行う。 

 

 
〔総合的な評価〕 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
学校マネジメントの全体アンケートの結果，２６ある評価項目の全てにおいて数値指標を達成することができた。 

Ａ１８「学校は，家庭・地域・企業等と連携・協力して，教育活動や学校運営の充実を図っている。」やＢ６「児童は，

縦割り班活動を仲良く行っている。」の肯定的回答は，昨年度に引き続き高い評価を得ることができた。これは，保護者等

のボランティア活動や企業等による出前講座，児童の縦割り班活動が，より一層充実した内容となった結果であると考え

られる。 

また，児童の学ぶ意欲を高めるために，ＩＣＴを効果的に学習に取り入れることで，Ａ１「児童は，他者と協力した

り，必要な情報を集めたりして考えるなど，主体的に学習に取り組んでいる。」やＡ８「児童は，デジタル機器や図書等を

学習に活用している。」の児童・保護者の肯定的回答が昨年度より向上した。 

地域学校園の重点目標の一つである自己有用感を育て，互いに認め合う集団づくりに努めてきたことにより，Ａ４「児

童は，自分のよさや成長を実感し，協力して生活をよりよくしようとしている。」，Ａ１１「教職員は，いじめが許されな

い行為であることを指導している。」，Ａ１２「教職員は，不登校を生まない学級経営を行っている。」で児童の肯定的回答

が高い評価を得た。 

Ｂ３「児童は，上河内地区のお祭り，催事，作品募集などの地域行事（梵天まつりやふれあいまつり，文化交流祭等）

に参加している。」の児童の肯定的回答が 83.6％であることや保護者・地域住民の肯定的回答が昨年度を下回ったことか

ら，地域のよさや伝統文化などを授業の中で取り上げたり，学校だよりや校内掲示で紹介したりしていく必要がある。 
 

 
７ 学校関係者評価 

令和８年２月１３日（金）に開催した「第４回上河内東小学校地域協議会」において，学校関係者評価を行った。 
地域協議会委員から出された意見は，以下の通りである。 
・ 校庭の雑草は，ボランティアで除草作業を１時間やってもどこがきれいになったのか分からないぐらい草が多い。 
・ 出前授業は，児童の関心もあり，とてもよい経験だと思う。 
・ Ｒ６年度よりほとんどの項目で肯定的回答が上がっている。先生方の評価に児童もついてきていると感じた。 
・ 児童が進んで挨拶をしてくれる。先生方の指導がしっかりしていると感じた。 
・ 地域のお祭りに保護者と来て参加する児童が多かった。 
・ 小規模校のよさが出ている。目が行き届くし，先生方と児童のコミュニケーションも取りやすい。 
・ 校庭の雑草がひどい。市長との懇談会でも話をしてきた。その結果，機動班を十分に活用してくださいとのことだっ

た。除草剤は，安全だとは言えないので，使うべきではないと思う。 
・ Ａ２「児童は，思いやりの心をもっている。」については，子供たちがみんなで協調し合っている様子がうかがえた。 
・ Ｂ５「児童は，毎日，早寝・早起きができている。」の早寝早起きについては，高学年になるとオンラインゲームなど

で深夜に集まってやるということもある。高学年児童への指導が難しい。 
・ 梵天まつりでは，もっと児童が参加できるようなプログラムがあるとよいのかもしれない。 
・ Ｂ３「児童生徒は，上河内地区のお祭り，催事，作品募集などの地域行事(梵天祭りやふれあいまつり，文化交流祭等)
に参加している。」について，地元のお祭りに参加している姿を見て，地域愛を感じた。いつでも戻ってこられる場所と

して地域がある。参加できない理由はそれぞれあると思うが，今後も地元愛を作っていく必要があると思う。 
・ 昨年度は，梵天を親子で作って，宮祭りであげるということがあった。親子で関われるとよい。情報が周知され，浸

透していけばよいと思う。 



・ ボランティアとして除草を行ってもきりがなかったが，児童と一緒に行ったときは，あっという間に減ったので，児

童の力はすごいなと感じた。可能なら，親子で除草作業できる時間があるとよいと思う。 
・ １人１台端末が児童に浸透していいものになっているが，その反面，目の痛みや頭痛，腰痛を訴えることがあり，健

康面が心配。デジタルとの付き合い方を考えていく必要がある。 
・ １人１台端末を持ち帰ることで，ランドセルも重い。使い方や持ち帰る教科などの調整をして欲しい。 
・ １人１台端末があることで，健康面や登下校の安全面が心配になるようでは，意味がないのではないか。教科書を置

いておける環境になって欲しい。 
・ 児童は大変素直で，挨拶がきちんとできる。水泳ボランティアを数年やっているが，成長が見られ大変よかった。 
・ 夏のランドセルは，暑くて重くて，汗だくになっている。軽くできるようにして欲しい。 
・ 校庭の雑草については，除草剤は使用して欲しくない。 

 
８ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて）  

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
全体として，よい評価をいただくことができた。教職員の自己評価や保護者，児童，地域協議会委員の皆様から寄せられ

た御意見を真摯に受け止め，次年度の方策を検討する。 
 
【学校運営】 
・ 教職員間の「報告・連絡・相談」を着実に行い，一致団結してより質の高い教育活動を推進する。 
○ 上河内地域学校園内の小中学校と連絡を取り合いながら，連携した取組を工夫して行う。 
○ 上河内地区のお祭り，催事，作品募集などの地域行事(梵天祭りやふれあいまつり，文化交流祭等)について，まちづく

り協議会と連携しながら，情報を発信し周知していく。 
・ 学校の取組を積極的に情報発信し，家庭や地域の教育力を最大限に活用して特色ある教育活動を推進する。 
【学習指導】 
・ 教員の指導力向上に努め，「主体的，対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を図る。 
・ 児童一人一人が自分の意見をしっかりと持ち，表現する力を身に付けられるよう学習形態や指導法を工夫する。 
・ 各教科のねらいに基づき，ＩＣＴ機器や図書，新聞等を効果的に活用しながら学習活動を展開することで，学びの質

を向上させていく。 
【児童生徒指導】 
・ 特別な支援を必要とする児童に対して，早期の段階からの組織的・計画的な支援を推進する。 
・ 全教職員がいじめは絶対に許さないという毅然とした姿勢で指導に当たり，いじめ等対策委員会を定期的に実施して

組織的な対応に努める。 
○ きまりやマナーを守って生活できるよう「よい子の一日」を意識させて規範意識を育成する。あいさつや返事・言葉

づかいについても地域学校園合同の取組を生かして学業指導を徹底しながら継続して指導する。 
【健康（体力・保健・食・安全）】 
・ 児童が早寝早起きをはじめとする規則正しい生活習慣を身に付けられるよう，学級活動や保健体育の授業等での指導

の充実を図るとともに，学校で指導した内容を家庭に伝え，協力を得られるよう啓発に努める。 
・ １人１台端末などのＩＣＴ機器との距離感や使用の頻度について，日常生活に支障が出たり健康面に弊害が出たりし

ないよう使い方の指導を家庭と連携して継続的に行う。 
・ 児童の自己肯定感を高められるような学級経営に取り組み，不登校の発生を未然に防ぐとともに，不登校傾向にある

児童の早期発見・早期解決に努める。 
・ 持続可能な社会への関心を高め，学んだことを日常生活で実践できるよう工夫して指導する。 

 


